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成果の概要 
京都大学大学院 医学研究科 医科学修士２年 三上佑介 

 

【学術集会名】第４３回北米神経科学大会 

【学会の概要】北米神経科学学会は 3 万人以上の参加者数を誇る世界で最も大規模な神経科学

の集会であり、神経科学に関する最新の研究を国際的かつ大規模に集め、世界の研究者間で広

く交流をもたらすことを目的としている。会場には会期の１週間でも見切れないほど多くの発

表があり、研究者だけでなく企業など多くの団体も出展していた。少しでも神経に関係のある

ことならば心理学から分子生物学、人間から微生物までありとあらゆるものが存在し、それら

が国の垣根を超えて一同に介していた。結果普段関係しない異分野間、企業、個人同士の交流

があり、さらには若手研究者向けのトレーニングコースのようなものも多数見受けられ、正に

上述の開催目的が体現されていた。 

 

【発表の概要】スポンジ電極を用いて頭部表面から微弱な電流を流す経頭蓋直流刺激

(transcranial DC stimulation :tDCS)は非侵襲に電極直下のヒト脳活性を調節しうる技術とし

て近年知られており、例えばアノード側の電極直下では運動興奮性の増大が起きることが知ら

れている。また、右正中神経電気刺激（MNS）後に 20Hz の脳磁場振動の増大が起きることが 

も知られており、一次運動皮質興奮性の指標として用いられている。我々は tDCS の作用機序

のさらなる理解のために、アノーダル tDCS が MNS によって生じる 20Hz の脳磁場振動に変化

を及ぼすか否かを検証した。６人の右利き健常被験者について右手首 MNS を行いながら 306ch

全頭型脳磁計を用いて左一次運動皮質直上へのアノード tDCS 前後（tDCS 刺激前、刺激直後、

20 分後、40 分後）の脳磁場波形を計測し、20Hz 脳磁場振動を短時間フーリエ変換により定量

化した結果、MNS による 20Hz 脳磁場振動の相対的強度がアノーダル tDCS 直後で有意に増大

している事を発見した。この結果は先行研究で提示されたアノーダル tDCS に関する知見とは

矛盾する。この事は恐らく運動皮質の機能と 20Hz 振動の間の複雑な関連を示唆しており、それ

らを明確にするためにさらなる研究が必要であると思われる。 

 

【感想】tDCS は比較的簡易にヒト脳機能を変化させうる技術として特に海外で注目されていま

す。今回初めて海外で研究成果を発表させて頂きましたが、実際多くの質問、アドバイス、ま

たは批判を頂きその過程で様々な改善点が見つかりました。今回の学会を通じて、昨今の研究

情勢においては積極的に海外に出向き、英語で研究交流を行うことが重要なのだと強く実感致

しました。重ね重ねこのような貴重な機会を与えてくださった貴財団に深く感謝致します。 


